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No. 35 主な対象
小学3年生以上向け（あいキッズ、寺子屋など）

一般区民向け（町会・自治会・サークルなど）

タイトル

テーマ 身近な自然・生きもの（生物多様性） 形式 室内・館庭・庭

所要時間 1時間～1時間半 人数 10名～40名

推奨
実施時期

講師・費用
ＮＰＯ法人センスオブアース・市民による自
然共生パンゲア（無償）

3人

ねらい・内容

依頼元に
ご用意いただく

材料等

①小さな鉢（３０㎝～５０幅など）・トロ箱・
②プラスチックコンテナ（コンクリをこねる）
　土に埋め込みすると　さらによい
③防水シート（穴を掘ってかぶせる）
④園芸用　水槽など、庭において応用
　上記　①から④のうち１～２種　用意
⑤育てたい生きもの・植物
⑥シャベル・軍手・ブルーシート　５×５
⑦土（赤玉・黒土・古土など）・植木鉢

講師側
準備物

①生物多様性・絶滅危惧種・ビオトープ作りなどの、プ
レゼンテーション映像
②鉢の例・コンテナの例
③粘土

依頼元に
必要な設備・機材

①プロジェクター
②スクリーン（無ければプロジェクターを投影
できる白い布や壁）
③プロジェクター用・パソコン用の台
④延長コード
⑤HDMIケーブル
⑥作業台
⑦参加者用机・椅子
⑧ホワイトボードとボード用ペン

実施場所
・会議室やホール
・庭先・ベランダ

依頼元
必要スタッフ数

打ち合わせ

その他

講師謝礼につきましては、エコポリスセンターにて負担いたします。
★確定した【参加人数・班人数】を開催10日前までにご連絡ください。

★確定した【参加人数・班人数】を開催10日前までにご連絡ください。

＜エコポリスセンター　地域エコロジー講座　詳細メニュー＞

生きもの王国　ミニビオトープを作ろう（SOE）

春～秋

■ねらい
地球温暖化・気候変動が急速に進む中、自然の生物多様性
の保全の体験として、市民の生活の中で、簡単な道具で、身
近な生きものに楽しく触れることができる、ミニビオトープを作
る。

■内容
・世界や板橋における、絶滅危惧種の増大や生物多様性につ
いて、学ぶ。
・身近な生活の中で、かわいい生きものや植物に触れながら、
生態系を学べるミニビオトープの作り方を体験する。
・小さな生きものの世界を作って、育てていく楽しみを持つこと
ができる。
・この体験の中で、どんな気持ちや期待がわいたか、探求した
いこと、不思議だと思ったことなどを共有する。

参加者５人に一人

【対応時間】9時～17時
・電話かメールで連絡がとれるようにお願いいたします。ＮＰＯ法人センスオブアース・市民による自然共生パンゲアの
スタッフからご連絡差し上げます。場合によっては直接会場で下見・打ち合わせをさせていただきます。


